
生
ご
夫
妻
を

囲
み
和
や
か

な
夕
食
会
が

開
か
れ
、
北

川
雄
光
教

授
、
杏
林
大

学
外
科

井

本
滋
教
授
他

多
数
の
医
局

員
が
参
加
い

た
し
ま
し

た
。
セ
ン
チ

ネ
ル
リ
ン
パ

節
理
論
が

癌
の
診
断
・

治
療
に
お
け

る
新
し
い

M
odality

と

な
る
べ
く
、

呼
吸
循
環
器
内
科
小
川
聡

教
授(

49
回)

が
三
月
二
十

七
日
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
た

第
七
十
二
回
日
本
循
環
器
学

会
総
会
に
お
い
て
第
十
四
代

理
事
長
に
推
挙
さ
れ
た
。

七
十
年
を
越
す
長
い
歴
史

を
持
つ
日
本
循
環
器
学
会
で

は
こ
れ
ま
で
旧
帝
大
出
身
者

が
歴
代
理
事
長
を
務
め
て
来

た
が
、慶
應
で
は
勿
論
の
事
、

史
上
初
の
私
学
出
身
者
の
理

事
長
が
誕
生
す
る
事
に
な
っ

た
。
二
万
三
〇
〇
〇
名
を
越

す
会
員
、
一
万
名
を
越
す
専

門
医
を
擁
し
、
九
支
部
、
地

方
会
を
抱
え
る
巨
大
な
学
会

に
お
い
て
、
名
実
共
に
循
環

器
／
心
臓
病
学
の
頂
点
に
立

っ
て
多
く
の
難
題
に
直
面
す

る
我
が
国
の
循
環
器
医
療
の

舵
取
り
を
任
さ
れ
る
事
に
な

っ
た
。

小
川
教
授
は
不
整
脈
・
心

臓
電
気
生
理
学
が
専
門
で
、

多
く
の
抗
不
整
脈
薬
、
治
療

機
器
の
開
発
に
主
導
的
に
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
、
不
整
脈
治

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
班

長
も
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
我

が
国
の
不
整
脈
診
療
の
第
一

人
者
で
あ
る
。

最
近
で
は
、
不
整
脈
領
域

で
は
我
が
国
初
の
大
規
模
前

向
き
臨
床
試
験J-RH

Y
TH
M

の
統
括
責
任
者
と
し
て
世
界

が
注
目
す
る
成
績
を
発
表
さ

れ
た
。
さ
ら
に
日
本
循
環
器

学
会
国
際
交
流
委
員
会
委
員

長
と
し
て
、
世
界
へ
開
か
れ

た
学
会
を
目
指
し
て
き
た
実

積
が
高
く
評
価
さ
れ
今
回
の

理
事
長
拝
命
に
繋
が
っ
た
。

呼
吸
循
環
器
内
科
を
信
濃

町
在
籍
者
が
百
名
を
越
す
大

教
室
に
育
て
、
日
本
有
数
の

診
療
／
研
究
体
制
を
整
備
し

て
こ
ら
れ
た
手
腕
に
も
期
待

が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

尚
、
平
成
二
十
三
年
三
月

開
催
予
定
の
第
七
十
五
回
日

去
る
二
〇
〇
八
年
二
月
十

八
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た

り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ

ド
ニ
ー
に
於
い
て
、
第
六
回

International
Sentinel

N
ode

Society
M
eeting

(

国
際
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ

節
会
議)

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
会
は
、
二
年
に
一

度
開
催
さ
れ
る
セ
ン
チ
ネ
ル

リ
ン
パ
節
理
論
の
臨
床
応
用

を
め
ざ
し
た
国
際
学
術
会
議

で
あ
り
ま
す
。
セ
ン
チ
ネ
ル

リ
ン
パ
節
と
は
、
固
形
癌
の

原
発
巣
よ
り
最
初
の
リ
ン
パ

流
を
受
け
る
リ
ン
パ
節
の
こ

と
で
あ
り
、
癌
の
リ
ン
パ
節

微
小
転
移
は
こ
の
セ
ン
チ
ネ

ル
リ
ン
パ
節
か
ら
生
じ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
近

本
循
環
器
学
会
学
術
集
会
会

長
に
も
指
名
さ
れ
て
い
る

(

事
務
局
長
：
吉
川
勉)

。
任

期
は
平
成
二
十
年
四
月
〜
二

十
二
年
三
月
。

(

文
責

吉
川
勉

呼
吸
循

環
器
内
科
准
教
授

60
回)

年
、
こ
の
理
論
が
固
形
癌
の

診
断
・
治
療
に
お
い
て
臨
床

応
用
さ
れ
、
乳
癌
に
お
け
る

腋
窩
リ
ン
パ
節
郭
清
の
省
略

な
ど
、
様
々
な
分
野
で
癌
の

低
侵
襲
・
個
別
化
治
療
が
可

能
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。会

議
で
は
、
世
界
各
国
か

ら
多
数
の
腫
瘍
外
科
医
、
腫

瘍
内
科
医
、
放
射
線
科
医
、

病
理
医
、
基
礎
研
究
者
が
集

い
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
活
発

な
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
セ
ン
チ
ネ

ル
リ
ン
パ
節
と
い
え
ば
、
乳

癌
や
メ
ラ
ノ
ー
マ
で
の
臨
床

応
用
が
先
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
慶
應
義
塾
大
学
が

中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
る
早
期
胃
癌
に
お
け
る
セ

ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
の

多
施
設
共
同
研
究
が
紹
介
さ

れ
、
消
化
器
癌
へ
の
臨
床
応

用
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を
予

感
さ
せ
る
臨
床
研
究
と
し
て

大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し

た
。
ま
た
泌
尿
器
科
領
域
、

婦
人
科
領
域
に
お
い
て
も
セ

ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
理
論
研

究
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
こ
の
研
究

の
多
方
面
へ
の
広
が
り
を
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
度
二
〇
一
〇
年
に
開

催
さ
れ
る
次
回
学
術
会
議
に

お
い
て
北
島
政
樹
外
科
学
名

誉
教
授(

現

国
際
医
療
福

祉
大
学
副
学
長
、
三
田
病
院

院
長)

が
会
長
に
就
任
す
る

こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
北
島
名
誉
教
授
は
本
学

会
に
お
け
る
多
岐
に
わ
た
る

活
動
や
、
消
化
器
癌
に
お
け

る
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
理

論
研
究
と
臨
床
応
用
の
業
績

が
高
く
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇

二
年
度
の
第
三
回
会
議
に
続

く
二
度
目
の
会
長
就
任
と
な

り
ま
し
た
。

会
議
の
合
間
に
は
北
島
先

ま
た
二
〇
一
〇
年
の
会
議
の

成
功
を
祈
念
し
て
皆
で
乾
杯

を
行
っ
た
こ
と
を
最
後
に
付

け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。(

外
71
回

竹
内
裕
也)

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
桜

も
ほ
ぼ
満
開
と
な
っ
た
三
月

二
十
九
日(

土)

午
後
二
時
、

北
里
記
念
医
学
図
書
館
講
堂

に
お
い
て
、
こ
の
四
月
よ
り

病
院
で
の
臨
床
実
習
を
開
始

式
典
は
午
前
十
時
に
開
式

し
、
学
事
報
告
、
式
辞
、
学

部
長
等
紹
介
、
教
職
員
代
表

す
る
八
十
九
回
生(

新
五
年

生)

の
白
衣
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
こ
の
式
典
は
、
医
療
に

お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
実
現
を
目
指
し
、
米
国
コ

祝
辞
、
塾
員
代
表
祝
辞
、
新

入
生
代
表
入
学
の
辞
、
塾
歌

斉
唱
と
続
き
、
最
後
の
卒
業

ロ
ン
ビ
ア
大
学
医
学
部
ア
ー

ノ
ル
ド
・
Ｐ
・
ゴ
ー
ル
ド
教

授
お
よ
び
同
教
授
夫
妻
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
米
国
ゴ
ー

ル
ド
財
団
の
支
援
を
得
て
一

昨
年
初
め
て
本
学
で
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
今
年
で
第

三
回
の
開
催
と
な
る
。

式
典
は
学
生
、
父
兄
、
教

職
員
が
多
数
出
席
し
会
場
が

ほ
ぼ
満
員
と
な
る
中
、
末
松

誠
医
学
部
長
、
鈴
木
則
宏
副

病
院
長
、
武
田
純
三
医
学
部

長
補
佐
、
天
野
隆
弘
医
学
教

育
統
括
セ
ン
タ
ー
長
に
加
え
、

比
企
能
樹
三
四
会
長
、
お
よ

び
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
デ
ー
ビ
ス
校
医
学
部
臨
床

教
授
の
ジ
ョ
ー
ジ･

Ｗ･

マ
イ

ヤ
ー
先
生
を
迎
え
て
行
わ
れ

た
。末
松
学
部
長
か
ら
は｢

手

を
抜
か
ず
最
善
を
尽
く
す
こ

と
、『

な
ぜ』

と
問
う
こ
と
を

忘
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
こ
と｣

五
十
年
記
念
三
田
会
代
表
挨

拶
・
寄
付
目
録
贈
呈
を
も
っ

て
式
は
終
了
し
た
。

ま
ず
学
事
報
告
で

は
、
西
村
太
良
常
任

理
事
に
よ
り
各
学
部

の
入
学
者
数
が
報
告

さ
れ
た
。
本
年
度
の

入
学
者
総
数
は
六
六

〇
七
名
。
う
ち
医
学

部
一
〇
一
名
、
看
護

医
療
学
部
一
〇
七

名
、
薬
学
部
二
二
九

名
で
あ
っ
た
。

続
く
式
辞
で
安
西

祐
一
郎
塾
長
は
、
新

入
生
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
は
義
塾
と
し
て

大
き
な
喜
び
で
あ

る
、
と
述
べ
る
と
と

も
に
、
新
入
生
が
こ

れ
か
ら
義
塾
で
学
ぶ

に
あ
た
っ
て
得
る
べ

き
三
つ
の
喜
び
を
挙

げ
た
。
す
な
わ
ち
、

を
強
調
し
た
祝
辞
が
学
生
に

贈
ら
れ
た
。
ま
た
各
来
賓
か

ら
は
、
医
学
部
教
育
の
最
終

段
階
と
な
る
本
格
的
な
臨
床

研
修
の
開
始
を
祝
福
す
る
と

同
時
に
、
患
者
さ
ん
か
ら
教

わ
る
者
と
し
て
の
意
識
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て

の
責
任
、
常
に
学
ぶ
心
と
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
こ
と
な
ど
、
医
療
人
と
し

て
の
基
本
的
な
心
構
え
に
つ

い
て
学
生
に
改
め
て
自
覚
を

促
す
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

自
身
の
努
力
に
よ
り
血
肉
と

な
る
知
識
を
得
る
際
の｢

知

る
こ
と
の
喜
び｣

・
思
考
の

基
盤
と
な
り
得
る
多
様
な
経

験
を
積
む
際
の｢

体
験
す
る

喜
び｣

・
こ

れ
か
ら
の
新

生
活
に
勇
気

を
も
っ
て
臨

み
新
た
な
自

分
を
見
つ
け
る
際
の｢

自
己

発
見
の
喜
び｣

の
三
つ
で
あ

り
、こ
れ
ら
の
喜
び
を
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
大
学
生
活
は

さ
ら
に
豊
か
な
も
の
に
な
る

祝
辞
に
続
い
て
、
学
生
一

人
一
人
が
来
賓
の
先
生
方
か

ら
白
衣
を
着
せ
て
頂
い
た
後
、

八
十
九
回
生
は
臨
床
に
臨
む

自
ら
の
決
意
を｢

誓
い
の
言

葉｣

と
し
て
宣
誓
し
た(

別

掲)

。こ
の｢

誓

い
の
言
葉｣

は
、

昨
年
七
月
か
ら

学
生
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
、
理

想
の
医
師
像
や

良
き
医
療
に
求

め
ら
れ
る
要
素

と
説
い
た
。

ま
た
、
本
年
が
創
立
百
五

〇
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き

年
で
あ
り
、
薬
学
部
発
足
の

年
で
も
あ
る
。
安
西
塾
長

は
、
共
立
薬
科
大
学
と
の
合

併
に
尽
力
し
た
方
々
へ
の
感

謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
新
た

な
社
会
貢
献
の
道
へ
の
希
望

を
語
っ
た
。

祝
辞
で
は
教
職
員
代
表
と

し
て
小
此
木
政
夫
法
学
部
教

授
が
、
慶
應
義
塾
大
学
最
大

の
特
徴
は
独
立
自
尊
の
精
神

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
小
グ
ル
ー
プ
討
議
を
繰
り

返
し
、
最
終
的
に
八
十
九
回

生
全
員
が
総
意
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
読

者
各
位
に
も
御
一
読
頂
け
れ

を
育
む
共
同
体
と
し
て
の
性

質
で
あ
る
と
し
、
そ
の
義
塾

へ
の
入
学
を
歓
迎
す
る
言
葉

を
述
べ
た
。
ま
た
、
塾
員
代

表
の
岩
沙
弘
道
三
井
不
動
産

株
式
会
社
代
表
取
締
社
長

は
、
義
塾
創
立
期
と
現
在
の

日
本
の
状
況
を
重
ね
合
わ

せ
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

・
真
の
国
際
化
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
心

構
え
を
説
い
た
。

新
入
生
代
表
入
学
の
辞
で

は
医
学
部
の
田
中
千
尋
君

が
、
大
学
と
は
各
々
が
自
ら

の
使
命
を
発
見
し
、
そ
の
道

に
進
む
た
め
の
準
備
を
す
べ

き
場
所
で
あ
る
と
述
べ
、
恵

ま
れ
た
環
境
に
お
ご
る
こ
と

な
く
独
立
自

尊
の
気
概
を

も
っ
て
努
力

し
て
い
き
た

い
、
と
入
学

に
あ
た
っ
て
の
決
意
を
鮮
や

か
に
宣
言
し
た
。

(

二
年

山
本
一
希
／
四
年

林
侑
太
朗)

ば
幸
い
で
あ
る
。

｢

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

病
院
を
目
指
そ
う｣

と
い
う

高
い
目
標
を
掲
げ
て
昨
年
四

月
に
始
ま
っ
た
信
濃
町
改
革

刷
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
安

西
塾
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
進
み
、
医
学
部･

病
院
経
営
改
革
の
基
本
方
針

を
示
し
た
の
み
な
ら
ず
、
新

病
院
棟
建
設
基
本
案
を
描
く

こ
と
で
本
年
三
月
一
つ
の
ピ

リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
が
出
来

た
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
は
、

塾
長
を
始
め
と
し
た
塾
執
行

部
、
医
学
部
病
院
執
行
部
、

医
学
部
教
授
会
メ
ン
バ
ー

(

六
名)

に
加
え
、
外
部
委
員

(

理
事
、
評
議
委
員)

数
名

か
ら
構
成
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
慶
應
医
学
部
・

病
院
の
現
状
把
握
、
日
本
お

よ
び
世
界
の
医
学
部
病
院
の

現
状
と
今
後
の
動
向
を
把
握

す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
各
委
員
が
率
直
か
つ
活

発
な
意
見
交
換
を
す
る
中
で

｢

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
力
の
強

化｣

や｢

医
療
の
質
の
高
さ

を
見
え
る
形
で｣

と
い
っ
た

改
革
の
方
向
性
が
少
し
ず
つ

明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
前
か
ら

医
学
部
独
自
に
議
論
さ
れ
て

き
た｢

診
療
ク
ラ
ス
タ
ー
構

想｣

な
ど
に
関
し
て
も
塾
執

行
部
や
外
部
委
員
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
一
方
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
の
内
容
は
出
来

る
だ
け
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
医

学
部
教
授
会
や｢

信
濃
町
キ

ャ
ン
パ
ス
将
来
構
想
検
討
お

よ
び
実
施
委
員
会｣

に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
努

め
た
。
ま
た
、
重
要
事
項
に

関
し
て
は
医
学
部
病
院
に
属

す
る
一
人
一
人
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
く
こ
と
で
、
医
学

部
と
塾
が
一
体
と
な
っ
て
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
く
雰
囲

気
が
徐
々
に
出
来
上
が
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
体
制
は
、
各

小
委
員
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
医
学
部
教
授
数
名
が

加
わ
る
検
討
委
員
会
へ
と
引

き
継
が
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
体
感
や
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
っ
た
。

さ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

目
指
す｢

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
病
院｣

と
は
ど
の
よ
う

な
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
で
は
、
米
国
№
１

ホ
ス
ピ
タ
ル
と
し
て
知
ら
れ

る｢

ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス

大
学
医
学
部
病
院｣

を
例
に

と
っ
て
議
論
す
る
機
会
が
設

け
ら
れ
た
。U

.S.N
ew
s

病

院
ラ
ン
キ
ン
グ
で
十
六
年
間

連
続
ト
ッ
プ
の
座
を
維
持
し

て
い
る
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン

ス
大
学
病
院
に
は
世
界
中
か

ら
優
秀
な
医
師
・
研
究
者
が

集
ま
っ
て
く
る
と
同
時
に
、

全
米
各
地
お
よ
び
世
界
中
か

ら
患
者
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
て

く
る
。
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン

ス
は
、教
育(

最
も
人
気
の
高

い
卒
後
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム)

、

研
究(

公
的
資
金
獲
得
率
№

１)

、
診
療(

十
六
年
間
連
続

ト
ッ
プ)

と
も
に
最
高
の
評

価
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
が
有
機
的
に
相
互
作
用
す

る
こ
と
で
さ
ら
に
質
の
高
い

医
学
研
究
・
医
療
を
創
造
し

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
特
徴
と
し
て
は
、
①
潤
沢

な
資
金
、
②
世
界
ト
ッ
プ
の

人
材
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
③
オ
ー
プ
ン
か
つ
刺
激

的
な
環
境(

そ
れ
で
い
て
非

常
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム)

、
④

エ
リ
ー
ト
の
誇
り
・
伝
統
、

⑤
組
織
ト
ッ
プ
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
、

良
い
意
味
で
の
ゆ
と
り
を
生

み
出
し
、
患
者
さ
ん
の
み
な

ら
ず
医
師
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
ス
タ
ッ
フ
側
に
と
っ
て

も
個
別
最
適
化
が
な
さ
れ
て

い
る
。(

多
種
多
様
の
成
功

モ
デ
ル
が
あ
る
の
で
、
若
い

医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
目

的
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
実
現
し
や
す
い
環
境
が
整

っ
て
い
る
。)

ジ
ョ
ン
ズ
ホ

プ
キ
ン
ス
は
、｢Create

a
21stcentury

environm
ent

for
patient

care｣

を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
更
な
る

進
化
を
今
現
在
も
続
け
て
お

り
、
数
年
前
か
ら
そ
の
建
設

が
進
ん
で
い
た
新
病
院
が
本

年
度
完
成
す
る
予
定
だ
。
新

病
院
は
、
教
育
・
研
究
・
診

療
の
更
な
る
共
同
体
性
を
確

立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
そ
の
場
所
も
キ
ャ
ン

パ
ス
中
央
に
位
置
す
る
こ
と

に
な
る
。
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ

ン
ス
大
学
医
学
部
病
院
は
、

我
々
が
世
界
に
冠
た
る
医
学

部
・
病
院
を
目
指
し
て
い
く

う
え
で
、
一
つ
の
重
要
な
モ

デ
ル
に
な
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

介
し
て
、
外
部
委
員
の
方
々

か
ら
大
変
貴
重
な
ご
意
見
お

よ
び
多
く
の
熱
い
エ
ー
ル
を

い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
塾

と
医
学
部
、
及
び
教
員
と
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
本
気
で

信
濃
町
の
改
革
を
成
し
遂
げ

よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
改
革
刷
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
医
学
部･

病
院
経
営
改
革
の
基
本
方

針
、
新
病
院
棟
建
設
基
本
案

を
示
す
こ
と
が
出
来
た
が
、

肝
心
な
こ
と
は
こ
れ
ら
を
い

か
に
し
て
着
実
に
実
行
し
て

い
く
か
に
懸
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
は
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
チ
ー
ム
の
強
化
や
様
々
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
構
が
必
要

と
な
る
だ
ろ
う
。
改
革
刷
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
し
た

が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

立
ち
上
が
っ
た
各
委
員
会
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ(

教

育･

研
究
、
経
営
改
革
、
新

病
院
建
設
計
画
、
新
情
報
環

境
計
画)

の
継
続
発
展
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス(

仮
称)

が
引
き
続
き

本
年
四
月
か
ら
始
ま
る
予
定

で
あ
る
。
こ
の
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス(

仮
称)

を
一
つ
の
軸

に
経
営
改
革
・
新
病
院
建
設

基
本
案
の
具
現
化
に
向
け
て

関
係
者
全
員
が
参
加
し
、
一

致
団
結
し
て
進
め
て
い
け

ば
、
世
界
に
冠
た
る
医
学
部

病
院
へ
と
一
歩
一
歩
前
進
す

る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

う
。
信
濃
町
を
訪
れ
る
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
、
働
く
医
師

や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

・
教
職
員
に
と
っ
て
、
そ
し

て
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
学
生

に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
医
学

部
病
院
を
創
り
上
げ
て
い
く

努
力
を
続
け
て
い
け
ば
、
自

ず
と
患
者
さ
ん
や
優
秀
な
人

材
は
集
ま
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。
二
〇
一
七
年
、
医
学
部

は
創
立
百
年
を
迎
え
る
。
創

立
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

新
病
院
建
設
は
そ
れ
ま
で
に

す
べ
て
終
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
次
の
百
年
、
塾
医
学
部

病
院
は
ど
の
よ
う
な
方
向
を

目
指
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う

か
？
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
も
う
一
度
明
確

に
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
全
員

で
描
い
て
い
き
な
が
ら
、
世

界
ト
ッ
プ
の
医
学
部
病
院
へ

と
前
進
し
続
け
て
い
き
た

い
。

(

68
回)

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
医

学
・
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

は
著
し
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
私
が
医
学
部
を
卒
業
し

た
二
十
年
前
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
な
治
療
や
診

断
方
法
の
開
発
が
日
々
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
速
い
変
化

は
、
お
そ
ら
く
医
療
分
野
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
分
野
に
当
て
は
ま
る

の
で
あ
ろ
う
。
科
学
の
著
し

い
進
歩
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。
一
方
で
、
科
学
の

進
歩
の
ス
ピ
ー
ド
に
倫
理
面

が
追
い
つ
い
て
い
け
な
い
な

ど
、
い
く
つ
か
の
問
題
も
生

じ
て
き
て
い
る
。
医
学･

医

療
を
取
り
巻
く
予
測
し
切
れ

な
い
速
い
変
化
に
我
々
は
い

か
に
し
た
ら
対
応
し
て
い
け

る
の
だ
ろ
う
か
？

そ
も
そ
も
人
間
も
含
め
た

生
物
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
を
完
全
に
予
測
す

る
こ
と
な
ど
不
可
能
と
思
わ

れ
る
。
い
や
、
そ
の
予
測
不

能
性(

非
線
形
性)

こ
そ
が

む
し
ろ
生
物
の
本
質
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な

立
場
で
、
複
雑
系
と
し
て
の

生
物
や
社
会
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
も
既
に

始
ま
っ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン

な
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
い

か
に
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
く
か

？
そ
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
生

き
て
い
る
一
つ
の
証
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の

生
命
プ
ロ
セ
ス
の
本
質
は
、

｢

関
係
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

に
他
な
ら
な
い
。

現
在
、
将
来
構
想
実
施
委

員
会
や
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

改
革
刷
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

中
心
に
な
っ
て
、
医
学
部
・

病
院
改
革
や
新
病
院
建
設
計

画
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い

る
。
疾
病
構
造
や
医
療
を
取

り
巻
く
制
度
政
策
が
予
測
不

能
に
著
し
く
変
わ
る
中
で
、

ベ
ス
ト
な
病
院
設
計
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
？

オ
ー
プ
ン
か
つ
柔
軟
な
ゆ
と

り
の
あ
る
構
造
を
維
持
し
な

が
ら
、
常
に
内
外
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
と
る

こ
と
で
、
い
か
な
る
変
化
に

対
し
て
も
対
応
可
能
な
そ
ん

な
機
能
的
組
織
が
求
め
ら
れ

る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
だ
。
現
在
、
塾
医
学
部

で
進
め
ら
れ
て
い
る｢

診
療

ク
ラ
ス
タ
ー
構
想｣

は
、
ま

さ
に
そ
の
よ
う
な
機
能
的
組

織
と
思
わ
れ
る
。
塾
医
学
部

が
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
存
分
に
活
か
し
、
患
者

さ
ん
に
よ
り
質
の
高
い
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に｢

診
療

ク
ラ
ス
タ
ー｣

は
進
化
し
続

け
る
の
だ
ろ
う
。
今
後
の
展

開
に
期
待
が
膨
ら
む
。

(

安
井
正
人

薬
理
68
回)
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平平成成2200年年度度 入入学学式式
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平
成
二
十
年
度
慶
應
義
塾
大
学
入
学
式
が
四
月
三
日
、
日
吉
記
念
館
に
て
行
わ
れ

た
。
当
日
は
風
も
穏
や
か
な
快
晴
と
な
り
、
記
念
す
べ
き
入
学
の
日
を
迎
え
る
に
相
応

し
い
爽
や
か
な
日
和
と
な
っ
た
。
日
吉
の
銀
杏
並
木
道
は
、
改
め
て
喜
び
を
噛
み
し
め

る
新
入
生
と
保
護
者
の
方
々
を
迎
え
、
い
つ
に
も
ま
し
て
に
ぎ
や
か
な
様
子
を
見
せ
て

い
た
。

白白白白白白白白白白白白白白
衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣
式式式式式式式式式式式式式式
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
行行行行行行行行行行行行行行
ささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるる

89回生

Kindness for patients

目の前の患者とその家族に対して､ 思

いやりと配慮を持って向き合う医師を

目指す

Eagerness to progress

生涯を通じて､常に向上心を持ち､医学

の進歩に貢献し､ 一人ひとりの患者に

最善の医療を提供できる医師を目指す

Importance of life

人の命と直接向き合う責任の重さを強

く自覚した医師を目指す

One for all, all for one

医療スタッフ各人と互いに信頼し､ 最

高の仕事を行える環境作りに努め､ チ

ームとして治療に取り組む姿勢を持っ

た医師を目指す

888999回回回生生生 白白白衣衣衣式式式･･･誓誓誓いいいののの言言言葉葉葉
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新
た
に
薬
学
部
が
発
足

二
二
九
名
を
迎
え
て
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小
川
聡
教
授

日
本
循
環
器
学
会
理
事
長
に
就
任

北
島
ご
夫
妻(

前
列
中
央)
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北島政樹名誉教授

2010年国際センチネル

リンパ節会議会長に選出


